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介
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今回登場いただいた問谷宏志さんは、三原市から清綱に移住され、現在は敷地にお住いです。自称〝川ガキ〟世代で

海や川での遊びの中で得た危険から身を守る術やワクワクドキドキするような好奇心、コミュニケーション能力な

ど、“生きる力”の育成に、子どもたちの伴走者として走り続けておられることに共感しました。車関係の大手企業、

世羅町のモトクロス場での仕事経験を活かしたバイク収集など、自分の好きなこと、今できることをアクティブに行

動に移される生活スタイルに魅力を感じました。清綱の家には、新しく移住して来られる方も決まり、是非吉舎町で

自然塾を通しての子どもの育成や、次の夢の実現に向けて頑張っていただきたいと思います。 
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